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V335a 硬Ｘ線偏光観測実験XL-Calibur気球実験計画
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XL-Caliburは、20-80 keVの硬Ｘ線域で高感度な偏光観測を目指す気球実験計画 (日米瑞の国際協力）である。
日本製の大型 FFAST望遠鏡を搭載する。合わせて、CZT検出器の厚みを 2mmから 0.8mmへと硬 X線に最適
化し、シールド部の回路定数を調整して不感時間を低減させるなどして、2018年度に打ち上げたX-Calibur 実験
よりも約 1桁の感度を向上させる。当講演では、プロジェクトの現状を報告する。2019年末より望遠鏡のくみ上
げを開始しており、2020年末に予定している放射光施設 SPring-8での調整を経て、完成させる予定である。


